
はじめに

　文部科学省では、中学校及び高等学校の教科体育において柔道の効果的な指導が行われるよう、
昭和40年に「学校における柔道指導の手びき」を、昭和57年には「柔道指導の手引」を刊行し、平
成５年の改訂を経て、平成19年には二訂版を作成しました。

　平成24年度からは、武道を含めたすべての領域が必修化された中学校新学習指導要領が全面実施
となり、平成25年度からは高等学校新学習指導要領が年次進行で実施されます。

　この度、刊行した「柔道指導の手引　三訂版」は、こうした学習指導要領の改訂の趣旨を踏まえ、
今後の柔道の安全かつ円滑な実施のため、安全指導の配慮についてはもとより、より柔道の指導が
充実できるよう具体的な指導方法等を示すものとして、改訂しました。

　具体的には、二訂版に比べて安全指導について詳しく記述するとともに、技術指導の解説に写真
を多用するなどの視覚的配慮や実践事例を拡充するなど、実際の授業計画に資するような内容とし
たところです。

　各学校においては、本書が積極的に活用され、体育の授業において、安全管理に十分配慮しつつ、
より一層効果的な柔道の指導が行われることを期待します。

　平成25年３月

文部科学省スポーツ・青少年局長　久保　公人
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